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専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【研究上の特記事項】 東京国立博物館の客員研究員として、同館所蔵の法隆寺献納宝物の調査に従事。

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

史学会　　木簡学会　　美術史学会　　和漢比較文学会　　続日本紀研究会　　大阪歴
史学会　　万葉学会　　東方学会　　日本医史学会

木簡・金石文等の古代文字史料　　東アジア交流史　　日本古代寺院史

日本学士院会員　東京国立博物館客員研究員　　奈良県立橿原考古学研究所指導研究員　　奈良県文化財保護審議会委員　　大阪市文化財保護審議会委員　　(財)山口文化会館 滴翠美術館館長　木簡学会・東方学会評議員　　奈良国立博物館講演（遣唐使の時代、5月）　橿原考古学研究所講演（来日した異国の人々、5月）　唐招提寺鑑真忌講演（鑑真和上の足跡、6月）　飛鳥保存財団講演（日本国号の成立、７月）　奈良大学文化講座講演（日本と敦煌、7月）なら奈良館講演（會津八一の金石文研究、8月）　奈良大学シンポジウム基調講演（藤原不比等と平城京、8月）　南都銀行平城支店講演（正倉院宝物の歴史、10月）　大学フェスタ講演（古代日本とシルクロード、11月）　南都銀行大阪支店講演（昭和の紙幣に現れた奈良の文化財、12月）

日本古代文化史
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・文化財史料学演習（修士）
・文化財史料論特殊講義（修士）
・史料学特殊研究（博士）
・
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『史学雑誌』120編1
号

平成23年1月

奈良国立博物館編
『大遣唐使展』

坪井清足先生の卒寿
をお祝いする会発行
『坪井清足先生卒寿
記念論文集』下

奈良国立博物館で開催された「大遣
唐使展」に関連して、遣唐使の歴史
と役割を述べ、７世紀末の遣唐使中
断期間を以下に評価すべきかを論じ
た。
律令国家の完成に大きな役割を演じ
た藤原不比等については、様々な人
物像がこれまで示されているが、不
比等に関する基本史料を改めて吟味
し、天武朝以降の皇室との密接な関
係や、中国的な政治思想の影響を明
らかにした。

著書､学術論文等の名称

（学術論文）

（著書）

①『書の古代史』(増訂版)

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

②

③

④

古代の外交・文化交流を主要な研究
テーマとする榎本氏の論文集につい
て、その成果を紹介し、あわせて問
題点を論じた。

1994年に出版した同名の書に補訂を
行い、巻末にこの分野の研究動向を
書き加えた。

③

（学会発表）

①遣唐使の時代－「空白の三
十年」をめぐって－

②藤原不比等伝再考

③

④

鑑真の伝記『唐大和上東征伝』は、
日唐交流史の史料として貴重な内容
を含むが、十分に利用されてきたと
は言えない。この発表では東征伝の
記述から、唐代の日唐間の交通が、
８世紀末までは限定されたもので
あったことを明らかにした。

平成22年４月

平成22年11月

①書評　榎本淳一著『唐王朝
と古代日本』

③

（その他）

④

②

⑤

⑤

①日唐交流と鑑真

②

④

⑤

⑤


